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 水産海洋技術センター石垣支所（以下，石垣支

所）より譲り受けている種苗生産に必要なヤイトハ

タの受精卵を栽培漁業センター（以下，栽培セ）で

自給するため，早期人工授精及び自然産卵による採

卵を行う． 
     
材料と方法 

（１）親魚 
 親魚は，2018 年から引き続き親魚棟 200kL 陸上水

槽において小型群及び大型群に分けて養成した．銅イ

オン発生装置を用いた飼育海水の水質制御は，下弦

から新月にかけての産卵周期以外の期間に電流値

350ｍA で実施し，飼育水の銅濃度を 50～60µg／L 
に維持した． 
 小型群は，2018 年 6 月 1 日に陸上水槽から 16 個

体を海面生簀に出し，2019 年 2 月 19 日に 14 個体を

水槽に陸揚げした．2019 年 3 月 6 日～5 月 7 日にか

け，循環飼育と掛け流し飼育を交互に行った．この間の

環境制御は，設定温度 25．5～26．5℃の加温飼育，

500W 投光器 4 基を用いた 20 時 30 分までの長日処

理を行った．2019 年 10 月 17 日に体長測定を行い，

次年度にかけ陸上水槽で養成した（表 1）． 
大型群は，2018 年 4 月 21 日～2020 年 1 月 9 日

の間に掛け流し飼育を行い，産卵誘発として加温刺激

を与えた 2019 年 4 月 24 日～5 月 7 日を除き，加温

飼育，長日処理を施さなかった．2019 年 10 月 16 日

に体長測定を行い，次年度にかけ陸上水槽で養成した

（表 2）． 
（２）採卵 

①早期人工授精 
  早期人工授精は，2019 年 4 月 2～4 日に行い，小

型群より雄 2 個体，雌 4 個体，大型群より雄 2 個体，雌

1 を使用した．なお，人工授精に先立ち，雌からの早期

人工採卵の可否を判断するため 2019 年 2 月 11 日に

大型群 1 個体から事前に人工採卵を行った． 
雌魚は，カニューレ管を用いて採取した卵巣組織に

おいて，卵径 0.4mm 以上の卵を持つ個体を選抜し

た． 
人工採卵個体に対して，2019 年 2 月 11 日，4 月 2

日 13～15 時に魚体重 1kg 当たり 600IU の排卵ホル

モン（HCG）を背筋部に注射した．採精は注射 48 時間

後の 4 月 4 日 8 時，採卵は同日 8 時～17 時の間に 3
回行った． 
②自然産卵 

自然産卵による採卵は，人工授精に使用した個体を

含めた小型群 11 個体，大型群 8 個体を用いた． 
加温循環飼育を実施しなかった大型群に対する産卵

誘発方法として，2019 年 4 月 24 日～5 月 7 日の掛け

流し飼育において 25～26.5℃設定の加温刺激を加え

た． 

 

結果と考察 

（１）人工授精 

表1 ヤイトハタ小型群の体長測定記録（2019年10月17日） 

表2 ヤイトハタ大型群の体長測定記録（2019年10月16
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                                ヤイトハタの人工採卵と自然産卵 

人工授精に使用した精子の採精結果を表3，採卵

結果を表4に示す． 
精子は大型群の雄2個体からHCG注射をせずに充

分量を採取できた．一方，小型群の雄からはHCG
注射した個体からも充分量の精子は採取できなかっ

た． 
早期人工採卵では，2月11日の採卵でも1kg以上

の浮上卵を採卵できることを確認した．4月4日の

人工採卵では雌4個体から3回の採取で浮上卵

4,033g，沈下卵1,571gを得ることができた． 
人工授精を行った浮上卵を種苗生産水槽7面に収

容し，水槽毎の孵化率を表5に示した．各雌から採

卵した卵と種苗生産水槽の孵化率から浮上卵を1kg
以上採取した個体の孵化率は低く，浮上卵を500ｇ
前後採取した個体の孵化率が高い傾向にあった． 

採卵後の雌の生残状況をみると，HCG注射から

採卵にいたる操作が直接の死亡原因と推察される死

亡事例は1個体，採卵後の低換水飼育による管理不

良が原因とされる死亡事例が2個体であった．2018
年に引き続き2回目の人工採卵から，卵巣の発達し

た魚体重25kg以上の雌は死亡しやすい傾向がうか

がえる． 
（２）自然産卵 

小型群では雄個体が確認され，循環飼育による加

温を試みたものの，産卵に結びつく雄個体の体色変

化は観察されず，産卵は無かった（図1）． 
大型群（表2）の自然産卵による採卵結果を表

6，図2に示す．2019年4月23日に初産が確認され，

4月26日に2回目の産卵において247gの受精卵を得

ることができた．その後，7月1日に自然産卵し，

451gの受精卵を得ることができた．両受精卵から

種苗を生産でき，正常な受精卵と考えられた．本種

の過去の産卵開始日は，2009年6月8日（仲盛ら，

2011），2010年5月26日（仲盛，2012），2011年
5月8日（中村ら，2013），2012年5月30日（中村

ら，2014），2013年5月21日（木村ら，2015），

2014年6月11日（木村ら，2018）で，2015年5月8
日（木村ら，2020），2016年5月29日（鮫島ら，

2020）であった．栽培セにおいて最も早い時期に

自然産卵により受精卵を得ることができた． 

表3 人工授精に用いたヤイトハタ精子の採精状況 

表4 人工授精に用いたヤイトハタ雌のホルモン打注量と採卵量 

表5 ヤイトハタ雌個体別，採卵回毎の浮上卵量と種苗生産水槽毎の孵化率 
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図1 ヤイトハタ小型群の飼育水温の推移 

表6 ヤイトハタ大型群の産卵状況 

矢印は人工採卵日を示す．長日処理は小型群に対して実施 

図2 ヤイトハタ大型群の自然産卵による採卵量と飼育水温の推移 
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